













































ことを確認している（Paul Lauritzen, Daniel Callahan & Bioethics, Commonweal 

















































８ Item quivis respuendus est actus, qui, cum coniugale commercium vel praevidetur vel 
efficitur vel ad suos naturales exitus ducit, id tamquam finem obtinendum aut viam 
adhibendam intendat, ut procreatio impediatur.なおこの回勅の邦語訳は下記のものがある。
 パウロ六世著，本回章翻訳委員会訳『フマーネ・ヴィテ──適正な産児の調整に
ついて』，サンパウロ，1969年．
９ Andrew M. Greeley, The Revolutionary Event of Vatican II, Commonweal Vol. CXXV, 






























11 A. Jonsen, The Birth of Bioethics, Oxford U.P., 1998, p. 80.
12 It is impossible to exaggerate the surprise the encyclical caused. The Catholic Case for 

























20号」に寄せた論考においてこの点を明言する（Religion and secularization of 



















きか，死に任せるべきか」（To Save or Let Die）であった15。この論文は神
学雑誌に掲載されると同時に，北米医師会の雑誌 JAMA ，即ち Jounal of 
American Medical Association に掲載され，医療従事者にも広く読まれ支持
されたものであったという。































理神学の中で医療行為の是非を考える際の区別のこと。J. J. McCartney, O.S.A., 
The Development of the Doctrine of Ordinary and Extraordinary Means of Preserving 
























































18 L. S. Cahill, Richard McCormick, s.j.’s “To Save or Let Die: The Dilemma of Modern 
















































































































































































































4 4 4 4 4 4
である。第二については，この比喩で説明するならこうなる。
そもそも問題は，ザルに取手を付ければ解決するはずである。取手を持て
ば熱湯は掛からないからである。取手を付けずに，火傷をさせても善いか
悪いかを議論することは筋違いであろう。第一この場合は「問う」という
ことの中に，すでに一定の方向をもった答えが期待されている。付けるこ
とのできる取手を作る努力，工夫こそ必要である。根本においてこれを倫
理の問題にしない方がよい。この点，非専門家が医学・医療の知識を身に
付けたとしても，そこまでであって自身で医学・医療，技術の発展に資す
ることはかなわない。第三は，やけどを負わせてはいけないのだが，同時
にお腹を空かせた人がいることにも注意を向けて，この人たちに「我慢し
ましょう」と語り，この人たちと関わることである。何故関わるさいに「我
慢しましょう」と語るのかと問われれば，それは，我慢しないことが聖書
に反するからではなく，それは誰かを等閑にしていることになるからであ
る。お腹を空かせた人の話を聞いたり，どんなものを食べたいかを話し合
ったり，スパゲティはむずかしいがパンなら戸棚にあるかもしれないと話
し，背中をさすったり，関わることである。一般論ではなく，このような
広くケアと言うべき関係性が，これからキリスト教的視点から生命を論じ
る場合には重要であると考える25。
25 なお古代キリスト教において「フィランスロピア」（philanthropia）という概念は，
ひろく現代の「ケア」というものと重なる概念として注目される。この点を踏ま
えて，さらにフィランスロピア論を深めていきたいと考える。
